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吉田君 は 語る。 

万延 元年 II かの 井伊 大老の 桜 田 事変の 年で ある。 

II 九月 二十四日の 夕 七つ 半 頃 (午後 五 時) に 二 挺の 

駕籠が 東海道の 大森を 出て、 江戸の 方角に むかって 来 

た。 

その 当時、 撒 浜 見物と いう ことが 一種の 流行で あつ 

た。 去年の 安政 六 年に 横 浜の 港が 開かれて、 いわゆる 

異人 館が 続々 建築され る ことにな つた。 それに 伴って 



屋 という 質屋の 家族で、 女房のお 峰 はこと し 四十 歳、 

娘のお 妻 は 十九 歳で ある。 近 江屋は 土地で も 古い 店で、 

き：：：' よう 

お 妻 は 人並に 育てられ、 容貌 は 人並 以上で あつたが、 

この 時代の 娘と して は 縁遠い 方で、 ことし 十九になる 

まで 相当の 縁談がなかった。 家に は 由三郎 という 弟が 

あるので、 お 妻 はどうで も 他家へ 縁付かなければ なら 

ない 身の上で あるが、 今 もな お 親の 手 もとに 養われて 

いた。 

近 江屋の 親類で この 春から 横 浜に 酒屋 を はじめた 者 

が ある。 それから 横 浜 見物に 来い とたび たび 誘われる 

ので、 女房のお 峰 は 思い切って 出かける ことにな つた。 



「包み を 抱えて おります ので、 杖 は 邪魔 だと 思い まし 

て …… ご 

かれは 浅黄 色の 小さい 風呂敷 包み を 持って いた。 こ 

の 問答のう ちに、 夕暮れの 色 はいよ いよ 迫って 来たの 

ろうそく 

で、 駕籠 屋は 途中で 駕籠 を 立てて、 提灯に 蠟燭の 灯 を 

入れる ことにな つた。 それ を 待つ あいだに、 文 次郎は 

また 訊いた。 

「それにしても、 なぜ 私たちの あと を 追つ かけて 来る 

の だ。 ひとりで は 寂しい のかえ ご 

「はい。 日が 暮れる と、 ここら は 不用心で ございます _ 

わたくし は少々 大事な 物 を かかえて おります ので… 



かの 老婆が なぜ こんな 物 を かかえ 歩いて いたの か。 

考えよう によって は、 さの み 怪しむべき ことで もない 

かも 知れない。 自分の 親戚 あるいは 知人の 家に 不幸が 

あって、 かれは 経帷子 を 持参す る 途中であった かも 知 

れ ない。 かれは 年寄りの くせに 路を 急いだ の も、 それ 

がた めであった のか も 知れない。 心せく ままに、 かれ 

は それ を 駕籠の なかに 置き忘れて 去った のか も 知れな 
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もしそうならば、 かれ もお どろいて 引つ 返して 来る 

た 力 4~ わ 

であろう。 近 江屋は 芝の 田 町で、 高 輪に 近いと ころで 

あるから、 ここから も 遠く はない。 そこで 文 次 郎は迷 



惑な 忘れ物 を かかえて、 暫く ここに 待合せ ている こと 

にして、 お 峰 親子の 駕籠 はまつ すぐに 江戸へ 帰った。 

自分の 店へ 帰り 着いて 親子 はまず ほっとした。 隠し 

て 置くべき ことで もない ので、 お 峰 はかの 老婆と 経帷 

まゆ 

子の 一 条を 夫に ささやく と、 亭主の 由 兵 衛も眉 をよ せ 

た。 それに 対する 由 兵衛の 判断 も、 大抵 は 前に 言った 

ような 想像に 過ぎなかった が、 何分に も それが 普通の 

品物と 違う ので、 人々 の 胸に 一 種の 暗い 影 を 投げ かけ 

た。 殊に その 時代の 人々 は、 そんな こと を n| み 嫌う の 

念が 強かった ので、 縁起が 悪い とみな 思った。 そうし 

て、 それが 何 かの 不吉の 前兆で あるかの ように も 恐れ 



みあ 、 

十月 はじめに、 双方の 見合 も 型の ごとく 済んで、 こ 

まと 

の 縁談 はめで たく 纏まった。 但しお 妻 は 十九の 厄年で 

あるので、 i んれは 来年の 春と して、 年内に 結納の 取 

交せ をす ませる ことにな つた。 近 江屋も 相当の 身代で 

は あるが、 井 戸屋と は 比較に ならない。 井 戸屋の 名 は 

したまち 

下町で も 知っている ものが 多い ので、 お 妻 は その 幸運 

を 羨まれた。 

「どう だ。 経帷子が 嫁入り 衣裳に 化けた の だ。 物事 は 

逆さまと い つたのに 噓は あるまい ご と、 由 兵衛は 誇る 

ように 笑った。 

まったく 逆さまで ある。 怪しい 老婆に 経帷子 を 残さ 



「それ はいつ ごろの 事な の ご と、 お 峰 は 不安ら しく 訊 

いた。 経帷子の 老婆の すがたが 目先に 浮かんだ からで 

ある。 

「今 も 言う 通り、 何 代 前の ことか 知りません が、 よつ 

ぼ ど 遠い昔の ことで、 それから 六、 七 代 も 過ぎて いる 

そうです。」 

「それじゃ あ、 二 代 は 続かせな いと 言った の は、 噓な 

のね ご と、 お 峰 はや や 安心した ように 言った。 

「ところが、 まったく 二 代 は 続いて いないの です。 井 

戸屋の 家 には子 育てがない。 子供が 生れても みんな 死 

んで しまう ので、 いつも 養子に 継がせて いるそう です _ 



裏木戸から 抜け出す と、 文 次郎は 路地 口に 待合せ てい 

て、 二人の 先に 立って 行った。 高 輪の 海岸 は 目の 先で 

ある。 

時刻 はやが て 五つ (午後 八 時) に 近い 頃で、 雲 切れ 

のした 大空に は 金色の 星が まばらに 光って いた。 海辺 

の 茶屋 はとうに 店 を 締めてし まった。 この頃 は 世の中 

つじぎ 

が 物騒に なって、 辻斬りが はやると いう 噂が あるので、 

まだ 宵ながら ここらの 海岸に 人通り も 少なかった。 口 m 

川が よいの そそり 節 もき こえなかった。 

三人 は 海岸に 立って 暗い 海 を ながめた。 文 次 郎も確 

かに は 慮え ていないが、 大方 ここらであった ろうと、 
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